


あろう。

５．成果と今後の課題

５．１．成果

まず、実習生の側からの成果について述べる。実習生は大学のカリキュラム

（主専攻675時間、副専攻420時間）において、そのほとんどは日本語、日本

語教育に関する理論を学ぶ。しかし日本語教師として成長するためには実技の

教育一「実践の知識」が不可欠である。＜丸山(1990)＞実習生は、実際に教

えることによってそれを学ぶ。例えば学習者全員に聞こえる程度の声で話すこ

とや、標準アクセントで発音することなどは、理論で学ぶまでもないことであ

るが、実際にはこの実践が難しい実習生がかなりいる。また文法の知識を十分

に持っているにもかかわらず、授業中に質問が出た場合、持っている理論とし

ての知識をそのまま学習者に与えるわけにはいかず、その場で適切な例文をあ

げることや、既習の語彙・表現で説明することの難しさを身をもって知ること

になる。その結果、「理論の知識」は「実践の知識」になるのである。

さらに実習生は、教師から日本語教育の知識や教え方を学ぶだけではなく、

授業で日本語を学習する外国人学習者と共に、学習するのである（双学習過

程）。２）つまり教師である実習生の質問に対する答や、学習者からの質問を

受けることによって、異文化の学習者から自分とは違う価値基準、生き方など

も学ぶのである。これについては、特に上級クラスの読解授業の質問などを通

して、実習生は、外国人の身になってものを見、感じることによって、外国人

に対してより深く理解しようとする能力を培い、また自分のものの見方、存在

を知るきっかけを持つという場を得る。

この講座は３週間の短期集中講座であるため、実習生は開講（プレイスメン

トテスト実施）から修了まで通して参加し、実習の他、教師の手伝い、学習者

との交流などをすることによって、教師、学習者との３者の共生感を持つと共

に、修了し得た達成感が得られる。

また、講座のレベルは初級から上級まで４レベルあるので、各レベルの違い

を経験することができる。

教壇実習を見学している実習生は、授業についてのコメントを書くが、授業

者にとっては自己評価と合わせて、他者からのプラス面、マイナス面のコメン

トは、自分の授業の問題を把握し、改善する材料となる。また、見学者にとっ

ても、自分の授業を客観化する材料となる。３）

次に指導教師の側から、その成果について述べる。上記のことは指導教師に

とっても同様のことが言える。つまり実習生は教師の授業を見学することによ

って、多くの「実践の知識」を得ることができる。教師は見学されることによ

って、また実習生の授業を観察しコメントすることによって、自分自身の授業
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を意識化、客観化して捕らえ、自己評価、自己研修の機会とすることができ

る。この教師の自己研修という点については、教育実習を実施する際の最初の

目標に入っていなかったが、この講座に参加した教師全員が、「（ベテラン教

師であるが故に）教えるということに憤れ、マンネリ化しつつあるところに、

この機会は大変刺激になり、良い勉強の場となった」と感想を述ぺた。民間の

教育機関に所属する教師にとって、この機会は所属機関以外の機関で、所属機

関以外の学習者、実習生の目にさらされることになる。その上、講座の開講

時、修了時には、大学の教師や協会の役員等が出席するため、学習者、実習生

以外のさらに公的な評価を意識しながら指導を行うことになる。このような緊

張感の中で、自己を客観的に評価し、また学生から高い評価を得るということ

は、民間の日本語教師が、いかに能力を持っているかと言うことにほかならな

いのではないか。そして教師はこの仕事を通じて、教師や実習生との強い連帯

感や、達成感を持ち、自信を深めるのである。

最後に学習者の側からの成果について述べる。学習者の反応は、実習生が入

ることについてマイナス評価よりプラス評価の方が多かった。それは、実習授

業が、多くても１日の３分の１で、教師のフォローがあったからということば

かりではなく、教壇実習をしている実習生のひたむきさが感じられたために、

暖かく受け入れてくれたからであろう。４）また、教師は授業中も実習生を会

話の相手などアシスタントとして参加させ、学習者は休み時間には実習生に質

問などをしていた。実習生と学習者である留学生は、教師、学習者という

より、同じ大学生同士として国際交流の機会を相互に持つことができたようで

ある。

５．２．今後の課題

今後の課題の第一は、自分の教え方に対する評価を意識化、客観化すること

が挙げられる。実習生が教壇実習した後に、教師や他の実習生からのコメント

を、単なる感想として読むのではなく、マイナス評価も客観的に受け入れるこ

とが、研修に重要且つ効果的な方法であることは理解していても、かなりの精

神的な抵抗を受けることになる。‘）そのために評価をどのように分析し、客

観化していくかということが、今後教育実習を実施する際に、事前．事後指導

の中心課題として指導教師と共に考え、十分に話し合っていかなければならな

い点であろう。

第二の課題として、教育実習修了後の研修の場の確保ということが挙げられ

る。教育実習にかける時間は約90時間であるが、大学の「理論の知識」を学ぶ

時間に比ぺれば、大学での実習教育を加えても、まだまだ不十分であると考え

られる。そこで、この教育実習を修了した後も何らかの形で、研修を受けられ

る場が必要であろう。それは大学内に留まらず、教師間、機関間のネットワー

クのなかで考えていくべきである。実習生の何人かは実習修了後、当協会が実
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施している日本語講座を見学に来ている。これもひとつの方法であろう。そし

て、実習、見学後、協会が実施する講座補助などの仕事を経て、日本語教師と

して巣立っていく例もある。

第三の課題は、経費である。この教育実習のシステムは、平成３年から６年

まで毎年改善しこれまでの形にしてきたが、まだ経費の面で考えるべきところ

がある。それは、この実習は留学生の日本語講座を利用して実施しており、概

要で触れているように、日本語授業の経費は県費により計上されているが、教

育実習の部分（主に午後の事後研修に教師が参加した際の謝金）は、実習生の

参加費と教師のボランティア的な協力により成立している.今後の課題とし

て、実習生から多額の費用を徴収しないのであれば、自治体の理解を得て、教

師の報酬分の経費がつき、ある程度独立した事業として成立することが望まれ

る。

６．おわりに

この教育実習は、大学の要請に応じて、自治体の外郭団体である兵庫県国際

交流協会が教育実習の場を提供するものである。日本語教師を目指す学部生、

大学院生が実習生として参加し、外国人学習者として、大学で学ぶ留学生やそ

の家族が受講する。そして学習者、実習生を指導する教師は、協会の登録教師

であると共に、そのほとんどは様々な民間の日本語学校で教えている教師であ

る。

受講した留学生は、これらの教師に、大学に入学する前に日本語学校で教わ

ったり、入学してから大学の留学生センターで教わったりするなど、協会の講

座以外の場でも関わりを持っている。

実習生は大学で得た知識以外に、教師になるために不可欠な実践の知識を、

現場の経験豊富な民間学校の教師によって与えられる。さらに、様々な個性

ある生身の教師像を目の当たりにし、その魅力に触れ、意見を聞くことによっ

て、日本語教師の仕事について原寸大で理解できる機会を持つ。

そして教師は指導することによって、実習生、学習者から高い評価を受ける

と共に、自己開発の機会を得る。また、教師間でも、別々の日本語教育機関で

働く人々が集まるため、大変有益な相互の情報交換の場を持つことになる。さ

らに、それまであまり接する機会のなかった日本語学科の学部生や大学院生と

親しく交わることによって、大学、大学院レベルの日本語教育内容に興味を持

ち、大学、大学院での勉強を考える教師も出てくる。教師の「与える」ことに

よって起こる「さらに指導したい、研究したい」という欲求は、教師の力を最

大限に引き出すのである。

自治体は教育実習の場を提供することによって、これに関わった教師や学生

たちの資質向上に貢献するのはもちろんのことだが、彼らが地域の機関の教師
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や、ボランティアグループの指導者として活躍することによって、地域全体の

日本語教育が大きくレベルアップしていくことが期待できる。

以上のように、一つの教育実習という事業を通して、大学、学生、留学生、

民間日本語教育機関の教師、自治体というネットワークができ上がり、一方が

情報を投げかけ、他方が受け止めるという静的ネットワークではなく、互いに

情報を交換しあい、影響を与えあっていくという動的ネットワーク＜林・尾崎

(1993)＞ができ上がるのである。

これを教育実習という－事業にとどめず、兵庫県全体の日本語教育の動的

ネットワークを作り、広めていくこと、そして、兵庫県国際交流協会がその拠

点となることが、協会の日本語教育の願いであり、目標である。

それを目指して、昨年、当協会の登録教師制度に参加している教師の自主的

な活動の場として「登録教師連絡会議」を発足させ、ネットワーク作りの第一

歩を踏み出した。この連絡会議のメンバーは現在約90名で、民間日本語学校、

日本語教員養成学校、大学、インドシナ難民定住促進センター、ボランティア

グループ、研修センターなど、様々な場で日本語教育に関わっている人々の集

まりであるため、これらの人々が、ネットワークを作り、人的交流を通じて、

それぞれの機関へネットワークの輪が広がっていくことを大いに期待して

いる。

注

1）なぜ大学の日本語教師養成課程の実習部分を、カリキュラム以外で補う必

要があるかということに触れておきたい。日本において1988年の「日本語

ブーム」以来、外国人に日本語を教えたいという日本人が急増し、「日本

語教師ブーム」をつくっていることは良く知られている。＜丸山(1990)＞

文化庁文化部国語科の調査(1993)によると、日本語教員養成機関・施設

で、８９年から93年までの５年間のうち、一般養成施設は、７１機関から１０８

機関へと52％の増加に対し、大学院・大学・短期大学は、合わせて50校か

ら111校へと122％の増加である。受講者数に至っては一般養成施設が、

5,894人から6.531人へと１０．８％増に対して、大学等は3,378人から

15,421人へと356％の驚くべき増加率である。このような大学関係出身の

教師が増える状況のなかで、大学のカリキュラムは、知識、理論に重点が

置かれ、実践教育は一般の養成機関に比べて比重が軽く、経験を積むチャ

ンスが少ない。大学の教育実習についての一番の問題は「場の確保」であ

る。これに対して大学の多くは模擬実習で代替したり、海外実習プログラ

ムを組んだりしているが、参加人数、費用など問題点は多いようだ。１９９５

年（社）日本語教育学会の『日本語教育の概観』においても、実習の必要
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性と問題点について述べられている。

２）岡崎敏雄・西川寿美(1993）「学習者とのやりとりを通した教師の成長」の

論文中で、対話的問題提起学習を通して教師が学習することについて、

（１）教師が問題提起者の側に立った場合と、（２）外国人学習者が問題提起

者の側に立った場合に分け、詳しく述べられている。

３）これについては、岡崎敏雄(1991）「自己研修の方法」、尾崎明人(1991）

「自己研修型の教師をめざす教師のためのタスクブック」の論文に詳

しい。

４）丸山敬介（1990）『経験の浅い日本語教師の問題点の研究』（p､270）にお

いて、実習生は自分自身の知識のなさ、経験のなさを十二分に自覚してお

り、それが指導に際しての自信のなさ・とまどいになって表れたが、その

一方で、それが謙虚さ・誠実さに転化した部分があり、学習者には友好的

に迎えられたと考えられると、述べられている。

５）教授過程の意識化と、その事例と考察については、Gehrtz三隅友子・

才田いずみ(1993）「教授過程の意識化を通した専門性の開発」の論文に

詳しい。
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(資料１）

(財）兵庫県国際交流協会日本語教育事業

１日本語講座の開設

（１）在県外国人日本語講座

在県一般外国人の日本語能力向上のため、年間を通して日本語が

学べる講座を開設する。

［時期］１期５月初旬～７月中旬

２期９月初旬～１１月末

３期１２月初旬～２月末（毎週火．金曜日）

［時間数等］各期２０回／４０時間計１２０時間

［場所］兵庫県中央労働センター

［人貝］初級、中級各１クラス計３０名く各期＞

（２）留学生夜間日本語講座

留学生及びその家族の日本語能力向上のため、夜間通年調座を

開設する。

［時期］１期５月初旬～７月中旬

２期９月初旬～１１月末

３期１２月初旬～２月末

春期３月初～３月末（毎週火．金曜日）

［時間数等］各期２０回／４０時間（春期８回／１６時間）

計１３６時間

［場所］兵庫県中央労働センター

［人貝］初級、中級、上級各１クラス計４５名く各期＞

（３）留学生夏期集中日本語講座

留学生及びその家族の日本語能力向上のため、夏休み期間を利用し

た講座を開設する。

［時期］７月下旬～８月中旬

［時間数等］１日３時間１６日間計４８時間

［場所］兵庫県中央労働センター

［人貝］初級～上級４クラス計６０名

※なお、この機会を利用して県内大学の日本語学科学生に教育実習の

場を提供する。
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（４）海外技術研修員日本語講座

海外技術研修員の日本語能力向上のため、集中講座を開設する。
［時期］６月中旬～７月末（月）～（土）

［時間数等］１８５時間

［場所］兵庫インターナショナルセンター

［人貝］初級・初中級・中級３クラス計３９名
（参加地域）兵庫県１６名、徳島県８名、鳥取県２名

大分県１１名、山口県１名、神戸市１名

２日本語教師の資質向上への支援とネットワークづくりの推進

（１）日本語教育ボランティア養成講座の開設

県内の外国人の増加が著しい地域において、日本語教育の必要性
及びその方法についての啓発を行うとともに、ボランティアを対象と
して日本語教師の養成を行う。

［時期］開催地域と検討の結果決定

［時間数等］１回５時間６回計３０時間

［場所］県内の外国人の増加が著しい２地域

［受講者数］３０～５０名

（２）日本語教育研修会の開催

日本語教育の普及、県内日本語教師の資質向上とネットワークを

形成するため日本語教育関係者を対象とした研修会を開催する。
［時期］未定

［場所］神戸市内

［対象］日本語教師、日本語教育関係者等

（３）日本語教師登録制度の実施

本協会が開設する日本語講座において日本語教育を行うことを希望
する者を登録し講座の教師を委嘱するとともに、講師間の自主的な

資質向上の取り組みに対し支援を行う。

－１６４－



〔征式81）

エFJ荘ａｓ錘L回起互JUJ多＄&■Ｐ曰。重B召日中F厘睡

qni[Yb『=&遷譜ＰＦ剋舍澆回已鋼t＝（散26m賊３Ｊ鐸）
見学商

(砿式：Ｚ）

ｴ脾侘〕ｚＳ笄邑塵冥jtI1多F凸瞠Ｐ曰刻戻nHH筋F座

卓父青雲躍習?具皇学輸艮岳彗沮圷

見学官＿

］
③
⑫

（
瀬
童
画
）

笑百日：

クラス：

1h粁円：

1k鍔：

鶏月一日（＿昭日）

￣

節＿皿

D９ｆＨ 翼百日： 年里月・日(＿HEB）
クラス：

枚l相i：

;職酎担当者：

pＬ便

0綱Ｉ

(投禽についてOD悪｡且）

.ｐの大きさと兜間牙

･生徒のアテンシエンを1$｝ているか：

･文ｉｆ:Ｈｑ１のしかたについて：

.I師ｵにつも'て

(､）Ir万１．嚢．ﾌﾗｯｼ山-F･実物など）：

･生徒からの頁団のEBIのしかたにつも､て；

･生徒の反R;、雁b5HIについて：

･クイズ/宿皿について：

｡よかったNHB

･囲う勉牡：

･その他：



(資料３）

[撤式：３］

二房侃茂已主Ｆ厘巨亘其月幻匹巨Ｐ曰三伝曾吾ｇ茸座

孝文市孑＝匡已ヨ幸田篝『＝

担当者 Ｓ，エ

－１６６－

実習曰：１９９ａ年一旦月一二日（木一曜日）Ⅱ酬限

クラス：

教科谷：

Ａクラス

しんにぼんどのぎそエ,第１８．厘

見学者：（Ａ）．（Ｂ）.（Ｃ）．（Ｄ）

(授菓についての自己反省）

･声の大きさと発行；

･生徒のアテンションを1Wているか：Ｚテンションを縛ることに必死になり、庶耽ロが多く内容からﾀﾄれる

こともあった｡

･文法規明のしかたについて：「～まえに」の導入の際、「～てからｊを使い学生を混乱させてしまった。

･教材について絵パネルの使い方が下手で練習がテンポ良くできなかつだ。自分で

(ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄ、渓、ﾌﾗｯｼｭ'0-F、実物など):尻童したチャートのコピーや写文は小さくて見にくかった。

･生徒からの質問の応対のしかたについて：完全にうろたえてしまい、きちんと対応せず、うやむやにして

しまった゜

･生徒の反応、理期度について：学生の興味をひこうとするあまり、辞有形や文型の理繭をさせることがお

・クイズ／宿題について：

・よかつりＥ点：

･困った点：

ろそかになってしまった。

･その他：自己紹介を忘れて授菓を始める等、かなりあがっていて、学生の理碑を確かめながら授菓をすす

めることができなかった。途中、辞ご形や文型をきちんと型理するつ｡りでいたのに、反対に板百

をはずしてしまったり、鋭明を、単にしてしまったので、宇目内容のポイントがおさえられていな

かった。折名する際、ランダムにあてたので笹にあてたかわからなくなってしまい、折名もらしが

あったようだ。なるべく学生一人一人とのコミュニケーションを大切にしたいと思うあまり、個人

的な無駄口が多b､っだ。学習内容から外れない租度のやりとりの仕方の照しきを思い知らされた。

自分自身に何も苔1Nきれていない状態で、今回の実凹に歩加させていただいているため、どうして

もほかの実習生の方のまねや先生方のまねにはってしまいがちで、また学生からの買問にもうろた

えていることしかできず、もっと勉強しなければと思った。

(担当説師から）

．はじめから自然にI囹菓に入り、全体の流れがよく、授菓を楽しんでいるように感じられたし、＄:軟材の

準伯もよく、生後のロ味をひいたと思います。

．新しい言葉が突然出てきたときには、あわてないで、いろいろな例をあIﾌﾞたり、黒板に絵を楢いたりし

て、何とかわからせるように努力すべきだと考えます．

・リピートさせる明は、短い文b､らはじめ、なれてＯ､ら具い文にうつるようにすると、楽にリピートさせ

らねます。

.未習の:8公は使わず、何とか既習:H企で表現するように考えてください。



(資料４）

[IH式：３］

＝唇jﾗﾛNHS主匡尼目区。亘其月幻匹巨Ｐ曰乏トミ冨吾９戸座

孝文下可亘ご已司幸艮篝丁＝

担当者Y,ｌｖＬ

－１６７－

実冒日：１９９３年７月２８日（木曜日）

クラス：＿Ｃクラス

教科宮：日本16を楽しく銃む本・中綴‘第‘３.頂

見学者：

エ時811

(授菓についての自己反省）

･声の大きさと発奇：

･生徒のアテンションを得ているか：色々な所にUhきすぎたため、私が行く所以ﾀﾄの人は下を向いている人

ｈ《「、罠

･文法規明のしか尼について：自動詞、他動詞の規明はこのクラスにはあまり意味がなかったようだ。

・教材について根召の仕方が霜であったような気がする。

(ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄ、表、ﾌﾗｯｼｭｶｰﾄﾞ、実物など）：

･生徒b､らの間間の応対のしかたについて：「女房」の:11明の仕方が酒切でなかった。

･生徒の反応、理1W度について：声が小さかつだため、iFiの生徒しか反応していない面があった。

・クイズ／宿題について：

．よかった点：

・因つ尼点：

・その他：初めての実圃ということで、前に立ったとたん緊狼してしまい訳が分からなくなってしまい、声

｡小さすぎて、Ｍtろの人まで聞こえなかったようで学生に申し訳なb､つ尼と思う。広い部屋で学生

の人敗も多くて緊弧したが、学生に見守ってもらった部分もあり、いい経験ができたと思うので

今日の反省を生かして次回の実習に生かしたい。

(担当餌師から）

本文の内客をよく禎肘し、質問の苔を碗郷するための準旧び感じられ、学習者が協力的になりました。

最後Iこ拍手が起こり、私ｂ９Ｕしかったです。

ただ声が小さかったこと、個人別の対応の仕方で、クラス全体の注丘をずっと引きつけ続けることは

できなかったのが残念です。レベルIこ適当でないことがらで悶悶を無駄使いしないようにすることが大切

です。




